
Ｎａ２４９ 佐 井 村 村 民 憲 章 ｀

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、
心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ
暖かい家庭と村をつくります。
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今 日 か ら 一 年 生

４月７日、管内の小学校で入学式が

行われ、４１名のピカピカの１年生が誕

生しました。

【写真】佐井小学校入学式

．
▲

主

な

内

容

▼

。

２
？
５

む
ら
の
話
題

お
し
ら
せ

６
～
７

村
制
施
行
１００
周
年

記
念
式
典

８
～
９

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１０
～
一
１１

保
健
婦
だ
よ
り

１２
～
１３

そ
の
気
に
な
れ
ば

や
せ
ら
れ
る
（
最

終
回
）

１４
～
１５

交
母
だ
よ
り

１６
～
１７

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

歳
時
記

１８

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載い た

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

明

日

へ

の

希

望

と

夢

あ

る

福

祉

社

会

を

め

ざ

し

て

＝
第
三
回
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
ａ

三
月
二
十
九
日
、
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
、
村
内
の
福
祉
団
体

か
ら
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
、

第
三
回
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
よ
り
良
い

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
福

祉
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

俚
解
を
榮
め
ま
し
た
。

体
験
発
表
と
し
て
、
青
少
年

赤
十
字
を
代
表
し
て
、
原
田
小

の
松
本
竜
二
君
と
磯
谷
小
の
田

中
秀
美
君
か
ら
、「
学
生
生
活
、

家
庭
生
活
を
通
じ
、
赤
十
字
会

員
と
し
て
思
い
や
る
気
持
ち
、

他
人
の
苦
し
み
を
わ
が
ち
あ
え

る
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
よ

り
友
情
が
深
ま
り
、
勉
学
、
ス

ポ
ー
ツ
面
に
赤
十
字
精
神
が
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
、
心

強
い
報
告
に
続
き
、
老
人
ク
ラ

ブ
を
代
表
し
滝
本
正

さ
ん
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
老
人
福
祉
を

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
ま
た
、
民
生
委
員
総

務
の
若
山
正
夫
さ
ん
か
ら
、
佐

井
村
に
お
け
る
福
祉
対
策
と
問

題
点
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

り
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
若
さ
あ
ふ
れ
る
歌
や
踊

り
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
明
日
へ
の
希

望
と
夢
あ
る
福
祉
社
会
を
め
ざ

し
て
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

下
北
郡
民
生
児
童
委
員

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

現
在
、
郡
内
に
は
様
々
な
福

祉
問
題
が
潜
在
し
、
堆
積
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
福
祉
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
関
係

す
る
機
関
、
団
体
、
施
設
、
さ

ら
に
は
地
域
の
方
々
が
、
一
つ

一
つ
の
福
祉
問
題
に
目
を
向

▲社会福祉のっとい

▼話題提供する福田さん

狂

犬

病

予

防

注

射

を

受

け

ま

し

ょ

う

今
年
も
次
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
犬
や
、
生
後
九
十
一
日

以
上
に
な
っ
た
犬
は
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
漏
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
定
の
場
所
及
び

時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健
所

と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の

で
、
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

Λ

お

わ

び
▽

四
月
号
六

ペ
ー
ジ
「
農
家

の
み
な
さ
ん
へ
」

の
中
で
、

機
械
利
用
料
金
（
１０
ア
ー
ル
）

一
番

耕

ロ
ー

タ
ー

の
料

金

五
、
五
〇
〇
円
は
、
六
、
〇

○
○
円
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
あ

げ
ま
す
。



け
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
良
い
の
か
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
て

い
く
た
め
、
三
月
三
十
日
、
川

内
町
、
大
間
町
、
脇
野
沢
村
、

佐
井
村
の
四
町
村
の
民
生
児
童

委
員
が
ア
ル
ザ
ス
に
集
り
、
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
花
田

勝
弘
さ
ん
に
よ
る
「
地
域
福
祉

と
民
生
児
童
員
活
動
」
と
題
し

た
講
義
に
続
き
、
福
田
梅
吉
さ

ん
か
ら
、
自
ら
の
民
生
児
童
委

員
活
動
を
通
し
て
体
験
し
た

「
酒
に
よ
り
家
庭
崩
壊
に
陥
っ

た
あ
る
人
の
将
来
を
心
配
し
つ

つ
、
い
か
に
し
て
更
正
さ
せ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
。」
と
の

問
題
が
提
起
さ
れ
、
現
在
の
風

潮
と
も
言
え
る
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
、
色
々
と
活
発
な
意
見
交
換

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

空
き
缶
拾
い
で

道

路
す
つ

き
り

原
田
地
区
子
ど
も
会
、
育
成

会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
同
友

会
の
み
な
さ
ん
三
十
名
が
参
加

し
て
、
こ
の
ほ
ど
中
道
か
ら
津

鼻
崎
ま
で
の
国
道
沿
い
約
三
キ

ロ
に
わ
た
り
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ

拾
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

原
田
地
区
は
、
佐
井
村
の
表

玄
関
。
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ス

ン
を
前
に
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

午
前
九
時
か
ら
作
業
を
ス
タ
ー

ト
。
終
っ
て
み
れ
ば
四
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
一
台
分
も
の
ゴ
ミ
が
集

め
ら
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。原

田
地
区
の
み
な
さ
ん
の
奉

仕
活
動
に
よ
り
道
路
も
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
日
頃
の
心
づ
か
い
が
も
っ
と

必
要
だ
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼空き缶拾いを終えて

一佐井診療所の一

一 新しい先生です
宮
澤
淳
一
先
生

４月１日付けで佐井診療所勤 務となりま

した。

今、診療所 は新しい医療 設備 も整い 、ス

タッフ と共に協力しあい、 地域医 療の充実

に微力ながら貢献 したい と思ってい ます。

専門は消化器内科で すが、身近なホーム

ドクターとして何で もご相談して ください。

宮
野
敦
志
先
生

４月１日より佐井診療所歯科勤務となり

ました。
歯科は我々岩手医科大学歯学部第二口腔

外科の歯科医師が、何人か交代で診療を行

ないます。

私はトップバッターとして４月から診療
を行なっています。短期間の滞在ですが、

精一杯頑張りますので、よろしくお願いい
たします。

また、歯のことは何でも気軽に相談して
ください。

春

の

清

掃

指

導

を

実

施

し

ま

す

五
月
は
春
の
大
掃
除
の
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
冬
の
季
節
風

や
春

の
強
風
で
家
具
の
裏
な
ど
に
は

こ
り
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
し
、

梅
雨
を
ひ
か
え
カ
ビ
の
発
生
や

害
虫
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
、
で

き
る
だ
け
大
掃
除
を
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

掃
除
や
整
理
整
頓
は
、
精
神

衛
生
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

平
素
は
手
の
届
き
に
く
い
押
入

れ
や
物
置
、
流
し
の
下
、
外
回

り
な
ど
を
重
点
に
し
ま
し
ょ
う
。

廃
品
類
は
、
突
風

や
雨
の
こ

と
も
考
え

て
キ
チ
ン
と
ヒ
モ
等

献

血

で

あ

な

た

の

健

康

管

理

を

や
さ
し

い
思
い
や
り
に
育
ま

れ
て
、
貴

い
生
命

が
救
わ
れ
る

献
血
。
人
間
と
し
て
の
大
切
な

思
り
や
り
の
心
と
や
さ
し
さ
が

さ
ら
に
大
き
く
実
を
結
ぶ
こ
と

を
願
っ
て
、
移
動
採
血
車
に
よ

る
春
の
献
血
を
次
の
日
程
で
行

な
い
ま
す
。

血
液
型
の
判
別
の
ほ
か
に
、

病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
役

で
結
び
、
ま
と
め
て
ゴ
ミ
の
回

収
日
に
あ
わ
せ
て
出
し
ま
し
ょ

う
。
ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
き
は
、

そ
ば
に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
と
誰

か
が
つ
い
て
い
ま
し
ょ
う
。
思

わ
ぬ
突
風
で
燃
え
広
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

清
掃
指
導
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
採
血

し
た
血
液
の
一
部
分
で
生
化
学

的
検
査
を
し
て
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
健
康
チ
エ
″
ク

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。



村
制
施
行
百
周
年
記
念

佐
井
村
名
誉
村
民

ズ
上
剛
太
郎
先
生
勿
像
除
幕
式

昨
年
十
二
月
、
村
民
の
み
な

さ
ん
の
募
金
に
よ
り
建
立
が
進

め
ら
れ
て
い
た
佐
井
村
名
誉
村

民
「
三
上
剛
太
郎
先
生
」
の
胸

像
が
完
成
。
三
月
二
十
四
日
、

関
係
者
百
名
余
り
が
出
席
し
て

除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

胸
像
は
、
津
軽
海
峡
文
化
館

一
階
ホ
ー
ル
に
建
て
ら
れ
、
日

露
戦
争
に
軍
医
と
し
て
従
軍
し

た
際
、
三
角
き
ん
と
赤
毛
布
で

縫
っ
た
赤
十
字
旗
を
掲
げ
、
敵

味
方
な
く
け
が
人
の
手
当
て
を

す
る
姿
を
見
た
ロ
シ
ア
軍
が
発

砲
を
中
止
。
国
際
的
感
動
を
呼

ん
だ
こ
の
手
製
の
赤
十
字
旗
も

胸
像
わ
き
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

▲除幕

▼アルザスに建立された胸像

▼お礼を述べる三上士郎先生

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

「
２１
世
紀
へ
の
夢
」
埋
設
式

今
日
の
村
の
姿
を
後
世
に
残

す
と
と
も
に
、
村
の
将
来
に
期

待
す
る
願
い
を
込
め
て

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
「
２１
世
紀

へ
の
夢
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
四
七
一
通

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、

三
月
三
十
一
日
、
箱
根
森
八
幡

水

道

料

金

の

自

動

振

替

に

つ

い

て

水
道
料
金
の
自
動
振
替
を
実

施
す
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
準
備
が
整
わ
な
い

ま
ま
検
針
書
に
自
動
振
替
も
で

き
る
よ
う
に
印
刷
し
、
村
民
の

み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
自
動
振
替
に
つ

い
て
は
、
本
格
実
施
が
決
ま
り

し
だ
い
、
広
報
に
よ
り
加
入
希

望
者
の
受
付
を
し
ま
す
の
で
、

い
ま
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行

政

相

談

週

間

＝
五
月
十
三
日
～
十
九
日
＝

行

政

相

談

委

員

は

身

近

な
相

談

相

手

で

す

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
行

政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦
情

や
要
望
、
意
見

が
あ
っ
た
と
き

も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
に

な
る
の
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、
手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

内
容
は
行
政
に
関
す

る
こ
と
で

あ

れ
ば

ど
ん
な
こ

と
で

も
よ

く
、
相
談
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
は
、
秘
密
を
守
っ
て
親
切

に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
た
相
談

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
や
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
、
そ
の
後
の
行

政
運
営
に
生
か
す
と
い
う
大
切

な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

＝
村
の
行
政
連
絡
委
員
＝

大

石

健
次
郎

佐
井
村
大
字
長
後
字
長
後
六

登
（
三
八
）
五
四
二
二

佐井婦人会新役員

会 長 浜 中 よ ん

副会長 島 野 房 子

石 澤 京 子

庶 務 中 村 和 子

島 野 桂 子

会 計 西 谷 君 江

島 野 敦 子

理 事 小 国 英 子

太 田 祥 子

若 ＬＬ」 隆 子



宮
境
内
に
関
係
者
三
十
名
余
り

が
出
席
し
て
埋
設
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
は
、

メ
″
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
各
地
区

の
航
空
写
真
や
村
制
施
行
百
周

年
記
念
事
業
の
資
料
や
写
真
、

佐
井
産
の
う
る
ち
米
「
シ
モ
キ

夕
」
も
ち
米
「
タ
ツ
ミ
モ
チ
」

な
ど
も
封
入
さ
れ
、
地
中
深
く

埋
設
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
年
後
の
西
暦
二
〇
三
九

年
、
２１
世
紀
へ
の
夢
が
詰
め
ら

れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
開
封

さ
れ
ま
す
。

▲タイムカプセルの埋設

▼タイムカプセル埋設の石碑

▲埋設されたタイムカプセル

決算 検定 試験 合格 者

１ 級 横 浜 仲 代

２ 級 金 沢 京 子

３ 級 正 村 裕 輝

加 賀 知 輝

奥 本 安由美

奥 本 美 幸

大 坂 峰 恵

七 戸 祭 子

４ 級 川 畑 徳 吉

畑 中 千 歳

福 田 弘 一

５ 級 浜 野 定 人

６ 級 福 田 利 世

７ 級 内 田 利花子

８ 級 岡 本 佳寿子

正村そろばん塾

５ 月 は 消 費 者 被 害 防 止 月 間

●悪 質 業 者 撃 退 十 ヶ 条 ●

悪質商法の被害に遭わないために、
不審な業者と思ったときには、次のよ

うなことを覚えておくといいでしょう。

１．何の用？

しっかり聞こう身分と用件

２．お力ヽしいと

思ったときはドア閉めて

３．もうかります

そんな言葉にご用心

４．あやしいぞ

人のフトコロ聞く業者

５．勇気出し

はっきり言おういりません

６．しつこいな

そんな相手は１１０番

７．迷ったら

一人で悩まず まず相談

８．サインして

あとでしまったもう遅い

９．契約は

してもお金は後払い

１０．あなたです

自分の財産守るのは

佐井村村制施行１００周年記念

事業協賛会決算書

１．収入の部

２。支出の部



１００周年記念式典

（アルサス）竣工記念式典
▲ランドシップ ア゙ルザス４

ア
ル
ザ
ス
を
拠
点
に
一
川
年
目
に
踏
み
出
す

明
治
二
十
一
旱
、
旧
佐
井
村
と
旧
長
後
村
万
言
併
し
、
現
在
の

佐
井
村
ブ
誕
生
し
匸
以
来
満
百
年
。

村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
佐
井
村
の
表
玄

関
＝
佐
井
漁
港
の

Ｉ
角
口
建
設
さ
拉
た
「
♀
軽
海
峡
文
化
餡
二
度

秬

″ア
ル
サ
ス
μ
の
竣
工
式
典
と
合
せ
て
、
同
文
化
餡
で
村
内
外

甘
匕
三
百
人
余
つ
が
出
席
し
て
、
三
月
二
十
四
日
村
㈲
施
行
百
周

年
記
念
式
典
万
盛
大
言
行
わ
れ
、
ア
ル
ザ
ス
を
拠
点
と
し
て
百
一

年
目
言
踏
み
出
す
村
畜
言
し
事
業
①
成
功
を
祈
願
、
村
の
発
展
を

誓
い
と
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
長
が
「
先
覚

者
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
築

か
れ
た
村
の
発
展
を
目
指
し
、

ア
ル
ザ
ス
を
活
性
化
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
二
十
一
世
紀
の
展
望

を
切
り

開
き
た

い
。」

と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
百
周
年
記
念
事

業
経
過
報
告
、
ア
ル
ザ
ス
建
設

の
経
過
報
告
の
後
、
功
労
者
ら

の
表
彰

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
藤
川
県

出
納
長
（
知
事
代
理
）

ら
の
祝

辞
、
佐
井
小
四
年
の
本
下
力
く

ん
が
「
お
父

さ
ん
の
跡
を
継
い

で
村

一
番

の
漁

師
に

な
り
た

い
」
と
決
意
表
明
が
述
べ
ら
れ
、

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
村
制
施
行
百
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ

た
佐
井
賛
歌
「
追
憶
」
が
、
作

詞
作
曲
し
た

。
さ
と
う
宗
幸
”

さ
ん
、
佐
井
音
頭

が
村
出
身
の

歌
手

。下
北
二
郎
”
さ
ん
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
、
記
念
式
典
を
終

了
。
続
い
て
午
後
か
ら
祝
賀
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
大
佐
井
青
年

会
か

ら

。祭

り
ば
や
し
へ

佐

井
音
頭
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

盛
会

の

う
ち

に
閉

会

し
ま
し

た
。

佐井村表彰条例に
基づく表彰者

○
地
方
自
治
功
労
者

川

谷

繁

雄

永
年
に
わ
た
り
佐
井
村
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
村
の
伸
長

発
展
に
寄
与
し
た
。

○
産
業
功
労
者

木

田

兼
太
郎

永
年
に
わ
た
り
佐
井
村
漁
業

協
同
組
合
、
佐
井
村
部
分
林
組

合
連
合
会
監
事
と
し
て
ぃ
佐
井

村
の
産
業
振
興
に
寄
守
し
た
。

若

山

弥
一
郎

永
年
に
わ
た
り
佐
井
村
漁
業

協
同
組
合
長
と
し
て
、
佐
井
村

の
産
業
振
興
に
寄
与
し
た
。

○
消
防
防
災
功
労
者

横

浜

正

一

永
年
に
わ
た
り
佐
井
村
消
防

団
員
の
班
長
・
分
団
長
・
副
団

長
と
し
て
民
生
安
定
に
寄
与
し

た
。

▼神楽

▼祭りばやし



村 制 施 行

津軽海峡文化館

▲夕日に浮かぶ ア゙ルザス４のシルエット

佐
井
音
頭
・
佐
井
賛
歌
「
追
憶
」

発

表

コ

ン

サ

ー

ト

▲式辞

▲決意表明

呪賀会

▲山上進さん

▲下北二郎さん

▲鳥井実先生と

宮下健治先生

▲さとう宗幸さん

村
制
施
行
百
周
年
記
念
式
典

の
前
夜
祭
と
し
て
、
佐
井
音
頭
、

佐
井
賛
歌

。
追
憶
”
の
発
表
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
三
月
二
十
三
日

津
軽
海
峡
文
化
館
。
ア
ル
ザ
ス
”

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
「
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
」

に
は
、
約
千
人

が
入
場
。
熱
気

あ
ふ
れ
る
中
、
山
上
進

さ
ん
の

津
軽
三
味
線
で
コ
ン
サ
ー
ト
の

幕

が
開
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
佐
井
村
出
身
歌

手
の
「
下

北
二
郎
」
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
。
村
制
施
行
百

周
年

を
記

念
し
て
作

ら

れ
た

「
佐
井
音
頭
」
を
、
浴
衣
姿
で

登
場
の
下
北
二
郎
さ
ん
が
熱
唱

す
る
と
、
盛
ん
な
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作
詞

の
鳥
井
実
先
生
、
作
曲
の
宮
下

健
治

先
生

も
ス

テ
ー
ジ
に

登

場
。
佐
井
音
頭
が
で
き
あ
が
る

ま
で
の
裏
話
を
交
じ
え
な
が
ら

楽
し
い
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
あ
り
、

最
後
に
婦
人
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
佐
井
音
頭
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
＝
青
葉
城
恋
歌

＝
で
有
名
な
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
「
さ
と
う
宗
幸
」

さ

ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

村
制
施
行
百
周
年
を
記
念
し

て
作
ら
れ
た
＝
佐
井
に
よ
せ
て

＝

。
追
憶
”
の
作
詞
作
曲
を
担

当
し
て
く
れ
た
さ
と
う
宗
幸
さ

ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
佐
井

村
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

。
追
憶
”

を
熱
唱
す
る
さ
と
う
さ
ん
に
盛

ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
へ
来
る
の
は
初
め
て

の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
。
佐
井
に

寄

せ
て

の
イ

メ
ー
ジ
ソ

ン

グ

。
追
憶
”
を
作
る
と
き
の
苦
労

話
や
佐
井
村
の
印
象
な
ど
、
楽

し
い
お
話
し
を
交
じ
え
な
が
ら

の
ス
テ
ー
ジ
に
、
会
場
か
ら
笑

い
あ
り
拍
手
あ
り
。
最
後
に
は

ア
ン
コ
ー
ル
も
飛
び
出
し
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。



籌

国

喬

慟

簍

⑩

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
村
内
に
お
け
る
季

節
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の
相

談
な
ら
び
に
求
人
情
報
の
提
供

等
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
た
め

・
長
尾
金
三
郎
さ
ん

・
今

修

一
さ
ん

を
地
域
相
談
指
導
員
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

就
労
先
に
お
い
て
事
故
や
病

気
、
留
守
家
族
に
お
け
る
問
題

等
が
生
じ
た
時
に
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
尾
金
三
郎
さ
ん

？
二
八
－

二
三
七
〇

今

修
一
さ
ん

？
二
八
－

四

匸
二
七

全

国

出

稼

ぎ

者

大

会

の

報

告

か

ら

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会
会
長
長

後

雄

二

全
国
出
稼
ぎ
者
大
会
も
第
二

十
六
回
を
迎
え
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
二
月
に
行
な

わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
衆
議
院

議
員
選
挙
の
兼
ね
あ
い
か
ら
三

月
に
ず
れ
こ
み
三
月
四
日
社
会

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
稼
者
を
巡

る
変
動

が
あ
り

ま
す
が
、
求
人
に
つ
い
て
も
一

九
七
五
年
頃
か
ら
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、

景
気
の
上
昇
流
の
中
で
、
昨
年

か
ら
出
稼
者
に
対
す
る
求
人
が

急
増
し
、
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
状

況
に
あ
り
ま
す
。

特
に
製
造
業
で
の
求
人
が
増
え

佐
井
村
か
ら
は
、
山
本
秀

夫
さ
ん
、
長
後
雄
二

さ
ん
の

二
名
、
現
地
か
ら
は
、
小
笠

原
政
信
さ
ん
、
加
藤
秀
美

さ

ん

の
二

名

が
参
加

し

ま
し

た
。本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句
川
畑

勲
央

朧
月
黄
砂
の
上
に
傾
き
ぬ

霞
ひ
く
日
射
し
や
や
あ
る
山
の
道

戻
り
雪
春
の
早
足
消
し
去
り
ぬ

浜
中

よ
ん

朝
寒
し
膝
の
痛
み
に
目
を
覚
す

寒
椿
活
け
て
色
艶
見
直
し
ぬ

寒
雀
憂
き
さ
え
ず
り
に
聞
こ
え
く

る彼
岸
詣
墓
前
に
倨
ぶ
こ
と
多
し

サ
フ
ラ
ン
の
芽
を
踏
み
散
ら
す
猫

憎
し

春
風
邪
に
薬
も
受
け
ず
夜
早
寝

石
戸
美
矢
子

春
霙
下
校
の
子
等
に
雨
と
な
り

春
灯
下
句
稿
整
理
の
捗
ら
ず

熱
き
茶
に
引
き
止
め
ら
れ
て
日
脚

伸
ぶ

春
一
番
吹
け
ば
南
の
花
便
り

春
嵐
古
自
転
車
の
転
び
居
り

鶯
の
初
音
も
ど
か
し
米
を
と
ぐ

君
子
蘭
朱
の
一
点
の
鮮
や
か
さ

大
坂

し
ん

良
き
凪
に
ひ
じ
き
初
刈
る
人
の
群

残
雪
や
遙
か
に
光
る
蝦
夷
の
山

賑
や
か
に
波
間
彩
る
海
胆
の
旗

春
の
海
光
り
の
ど
か
に
広
が
れ
り

霞
消
え
明
日
凪
る
ら
し
蝦
夷
の
山

日
脚
延
ぶ
ビ
デ
オ
に
映
る
孫
の
顔

木
村
さ
ち
子

川
べ
り
を
春
陽
に
誘
い
誘
わ
れ
て

深
き
息
吸
い
試
験
に
臨
む
吾
子

昨
日
見
し
桜
の
芽
吹
き
試
験
終
う

ゆ
る
や
か
に
流
る
る
川
の
春
の
雨

泉
田
タ
ツ
子

目
覚
め
れ
ば
夜
明
け
鴉
や
春
気
配

白
鳥
の
帰
行
も
近
し
水
温
む

定
期
船
汽
笛
を
流
す
春
の
海

店
頭
に
盛
り
沢
山
の
彼
岸
花

散
歩
す
る
背
な
に
も
春
の
風

田
名
部
ヒ
サ

葉
牡
丹
の
三
寒
四
温
床
の
上

首
に
巻
く
タ
オ
ル
し
ば
し
ば
友
が

風
邪

残
雪
や
ゆ
る
ゆ
る
登
る
峠
道

川
筋
の
風
の
冷
た
さ
猫
柳

山
門
に
宿
を
借
り
た
る
春
時
雨

薦
脱
ぎ
て
息
づ
く
樹
々
に
日
脚
伸

ぶ岩
山
の
日
当
る
所
や
蕗
の
と
う

折
詰
め
に
春
潜
み
お
り
菜
花
和
え

愛
ら
し
き
目
よ
り
小
さ
き
雛
の
囗

夕
月
の
梢
の
上
や
蕗
の
と
う

川
岸
キ
ヨ
子

梅
二
月
暖
が
狂
わ
す
砂
塵
か
な



て
、
出
稼
者
が
製
造
業
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
、
建
築
業
界
は
深

刻
な
労
働
不
足
の
状
態
で
す
。

出
稼
者
に
対
す
る
求
人
は
増

え
ま
し
た
が
、
出
稼
者
自
体
が

そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
。

全
国
出
稼
組
合
連
合
会
の
調

査
で
も
、
出
稼
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
若
年
で
出
稼
ぎ
す
る
人

は
専
業
農
家
の
後
継
ぎ
の
み
と

い
う
状
況
で
若
年
出
稼
者
は
減

少
し
、
高
齢
で
出
稼
ぎ
を
や
め

て
い
く
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、

い
く
ら
求
人
が
増
え
て
も
出
稼

者
が
そ
れ
に
比
例
し
て
増
え
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

出
稼
者
の
労
働
条
件
も
人
手

不
足
を
反
映
し
て
か
賃
金
も
若

干
上
昇
し
て
い
る
し
、
年
齢
制

限
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
っ
た
状
況
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

建
築
業
に
お
い
て
雇
用
関
係

が
依
然
と
し
て
不
明
確
で
あ
る

建
築
業
付
属
寄
宿
舎
規
定
に

違
反
し
て
い
る
割
合
が
高
い
な

ど
、
出
稼
者
の
劣
悪
な
条
件
は

改
善
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
。

人
手
不
足
等
に
よ
っ
て
労
働

強
化
に
よ
る
労
災
事
故
の
発
生

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
四
月
に
、
出
稼
者
に

対
す
る
有
給
休
暇
の
指
導
に
つ

い
て
、
労
働
基
準
局
長
通
達
が

出
て
、
出
稼
者
、
季
節
労
働
者

に
対
す
る
足
が
か
り
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
指
導
を

守
る
と
い
う
企
業
は
、
ま
だ
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
よ
う
な
人
手
不
足
と

い
う
求
人
状
況
の
も
と
で
労
働

条
件
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
て
、
今
こ
そ
行
政

の
指
導
の
強
化
と
、
出
稼
者
自

身
の
戦
い
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

＝

今

大

会

で

の

諸

要

求

の

中

で

主

な

も

の

を

あ

げ

て

み

ま

す

＝

○
労
働
基
準
局
長
通
達
に
基
づ
き
、
出
稼
者
に
対
し
て
雇
用
期
間
三
ヶ
月
？
六
ヶ
月
の
者

に
は
三
日
、
六
ヶ
月
２
一
年
の
者
に
は
六
日
以
上
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
。

○
賃
金
不
払
い
一
掃
と
元
請
に
よ
る
立
替
払
い
を
完
全
に
実
施
、
寄
宿
舎
を
改
善
す
る
こ

○
出
稼
者
、
季
節
労
働
者
に
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
を
交
付
し
、
証
紙
貼
付
を
徹
底
す

る
こ
と
。

○
別
居
二
重
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
出
稼
者
の
所
得
税
を
減
免
す
る
こ
と
。

○
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
三
省
協
定
賃
金
を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
。

○
自
治
体
負
担
に
よ
る
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
。

鳥
啼
き
で
四
温
告
げ
お
り
池
の
端

雛
作
り
つ
つ
老
い
の
坂
憶
う

西
谷

豊
彦

喪
の
塩
の
冷
た
さ
に
ま
た
明
治
逝

明
治
逝
き
墓
前
の
僧
の
鐘
寒
し

（
静
岡
に
て
）

春
浅
し
茶
山
を
護
る
風
車

（
三
上
剛
太
郎
翁
を
愡
ん
で
二
句
）

翁
像
に
蘇
え
る
春
博
愛
旗

除
幕
す
る
翁
像
仁
と
愛
の
春

雪
解
や
朽
葉
を
く
ぐ
る
濁
り
水

上
山

実

枝
打
ち
や
雪
崩
ど
さ
り
と
面
に
落

つ我
が
代
で
終
る
柚
見
の
棚
重
し

山
吹
の

Ｉ
代
き
り
の
斧
並
べ

雪
囲
い
ほ
ど
け
ば
窓
に
春
の
影

春
愁
や
漬
物
石
の
沈
み
た
り

雪
虫
が
春
を
押
し
上
げ
出
る
日
和

芹
洗
う
吾
が
背
に
春
の
雨
止
ま
ず

短

歌
大
坂

し
ん

象
徴
と
し
て
建
ち
そ
び
ゆ
ア
ル
ザ

ス
に
村
の
栄
え
の
長
き
を
憶
う

朝
靄
を
わ
け
で
走
れ
る
漁
夫
達
に

声
張
り
あ
げ
て
海
猫
の
群
れ
飛
ぶ

卯
月
ま
だ
渚
に
浮
か
ぶ
白
鳥
は
シ

ベ
リ
ヤ
帰
り
忘
れ
し
如
し

春
イ
カ
の
漁
あ
る
兆
し
例
挙
げ
て

語
る
夫

は
自
信

あ
り
げ

に

石

戸
美
矢
子

ふ
る
里

は
白

く
光

り
で
今

も
な
お

緑

豊
か
に
水
の

流
る
る

幼

き
日

砂

に
遊

べ

る
二

見
ヶ

岩
埋

め
尽

く
さ
れ
変

り
果
て
た

る

限

り
な

き

海

を
背
に

し
て

そ

び
え

立

つ
文
化
館
な

る
村

の
象
徴

川
岸

キ
ヨ
子

橋
上

に

厚
切

れ

の

パ
ン
振

り

お
れ

ば
他

を

蹴
散

ら
し

て

咽
喉

う
ご

か

し
ぬ

澄

み
渡

る
空

に
響

け

甲
高

く
帰

白

鳥
五
羽
鳴

き
て
過
ぎ
ゆ

く

紺
碧

の

海
原

を
背

に

高
々
と

小
雨

に
煙

る
ア
ル

ザ
ス
の
塔

ゆ

る
や

か
に

除
幕

の
紐

は

は
ず

さ

れ
て
翁
の
面
に

風
光
り
た
り

久
方

の
帯

締

め
上

げ
し

胸
高

に
恥

ら
い
も
あ
り
華

や
ぎ
も
あ
り

（
四
月
九
日
大
波
浪
）
大
石
健
次
郎

沖
よ

り
の

清

風
の

鳴

る
巌
頭

に

体

う
ず
め
て

み
さ
ご
巣
ご

も
る

荒
風

の

巌
頂

の
巣

に
卵

抱

く
み

さ

ご
は
体
伏
し

さ
ら
し
つ

つ

戦

終

ゆ
徴
と

植
え

し

山
桜

綻

ぶ
紅

き
そ
の

い
ろ
佗
し

○

次
号
ｙ
Ｅ
切

六
月
十
二
日

。

○

句
・
歌
の

数
を
制
限
し

な
い
。

○

返
稿
用
封

筒
に
付
所
氏
名

を
。

○

特
殊
な
字

に
フ
リ
ガ
ナ

を
。



保 健 婦 だ よ り

増える

胆゙石 持ち Ｗ

一胆石症について＝

胆

石

と

そ

の

種

類

肝
臓
で
作
ら
れ
た
胆
汁
は
、

細
い
胆
管
を
通
っ
て
十
二
指
腸

に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
胆
汁
は

胆
管
の
途
中
に
つ
い
て
い
る
胆

の
う
に
、
い
っ
た
ん
た
ま
り
、

そ
こ
で
濃
く
な
っ
て
か
ら
腸
に

出
て
、
食
物
に
と
く
に
脂
肪
の

腸
か
ら
の
吸
収
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

胆
汁
の
主
成
分
で
あ
る
コ
レ

ス
テ

ロ
ー
ル

や
ビ
リ

ン
ビ

ン

（
胆
汁
色
素
）
が
胆
の
う
や
胆

管
の
な
か
で
固
ま
っ
て
で
き
た

石
を
胆
石
と
い
い
ま
す
。

胆
石
は
表
１
の
よ
う
に
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
と
色
素
胆
石
、

ま
れ
な
胆
石
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

胆
石
に
よ
る
病
気
を
胆
石
症

と
い
い
ま
す
。

日

本

人

の

胆

石

の

特

徴

図
は
手
術
し
た
患
者
さ
ん
か

ら
の
胆
石
の
種
類
を
示
し
た
も

の
で
、
最
近
で
は
、
こ

れ
よ
り

黒
色
石
の
割
合
が
や
や
増
え
て

い
ま
す
。

東

京

の
大
学

病
院

で
亡

く

な
っ
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
、

胆
石
を
持
っ
て
い
る
人

の
割
合

を
調

べ
て
み
る
と
、
昭
和
２０
年

代

は
約
３
％
で
し
た
が
、
そ
の

後
し
だ
い
に
増
加
し
て
、
５０
年

代

に
は
１５
％

に

も
達

し
て

お

り
、
最
近
胆
石
を
持
つ
大
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
老
人
が
増
え
た
こ

と
に
も
よ
る
が
、
食
生
活
の
洋

風
化
、
と
く
に
脂
肪
の
と
り
す

ぎ
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
で

す
。ま

た
、
胆
石
症
に
つ
い
て
、

女
性
は
男
性
の
約
二
倍
近
く
多

い
の
も
特
徴
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
な

ど
で
検
査
を
し
ま
す
と
、
成
人

の
約
４
％
は
胆
石
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
胆
石

に
よ
る
症
状
の
な
い
人
で
も
、

か
な
り
多

く
の
人

が
胆
石
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

胆

石

症

の

症

状

胆
石
症
の
症
状
で
も
っ
と
も

特
徴
的
な
の
は
胆
石
疝
痛
発
作

で
す
。
こ
れ
は
急
激
に
起
こ
る

激
し
い
上
腹
部
と
く
に
右
上
腹

部
の
痛
み
で
、
過
労
や
心
配
事
、

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
の
あ
と

な
ど
に
起
こ
り
や
す
く
、
よ
く

夕
食
に
天
ぷ
ら
、
か
ば
や
き
、

中
華
料
理
の
よ
う
な
油
っ
こ
い

も
の
を
食

べ
た
あ
と
数
時
間

た
っ
た
寝
入
り
ば
な
に
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寒
気
、
吐

き
気
が
あ
り
、
黄
色
い
液
を
吐

い
た
り
、
あ
と
で
一
時
的
に
黄

疸
や
白
っ
ぽ
い
大
便
が
出
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
数
時
間
続
い

て
し
だ
い
に
よ
く
な
る
が
、
激

し
い
痛
み
に
は
お
医
者
さ
ん
か

ら
鎮
痛
剤
の
注
射
を
し
て
も

ら
っ
て
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
な
く

て
、
右
上
腹
部
や
右
背
中
の
鈍

痛
や
圧
迫
感
、
右
肩
の
こ
り
程

度
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

胆
石
を
持
っ
て
い
な
が
ら
何
の

症
状
も
な
い
無
症
状
胆
石

（
サ

イ
レ
ン
ト
ス
ト
ー
ン
）

も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
に
胆
の
う
の
な
か
に
で

き

る
こ

と
の
多

い
コ
レ

ス
テ

ワ
・ＩＩ
ル
胆
石
は
、
腹
痛
の
み
か

症
状
の
な
い
こ
と
が
多
く
、
胆

管
内
に
で
き
や
す
い
ビ
リ
ル
ビ

ン
胆

石

は
腹
痛

と
と

も
に
発

熱
、
黄
疸
な
ど
激
し
い
症
状
を

示
す
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

診

断

の

た

め

の

検

査

胆
石
症
の
診
断
に
は
症
状
、

血
液
検
査
、
肝
機
能
検
査
な
ど

も
参
考
に
な
り
ま
す
が
、
胆
石

が
あ
る
こ
と
の
直
接
の
証
明
に

は
、
超
音
波
検
査
法
が
も
っ
と

も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
１

ゝ
そ
の
一
例
を
示
し
ま

し
た
が
、
胆
の
う
内
に
楕
円
形

５月の保険事業

１日㈹

８日（火） 保健相談囗

１４日［月

］

受付

２３日（水） 午前９時～１２時

場所 役場健康相談室

１７日休） 妊婦検診及び母親教

室

場所 役場センター和室

時間 午後１２時半～３時

２１日（月） 乳がん検診

２２日（火）
｝
子宮がん検診

２８日哨）乳児・三歳児健診

対象 平成元年５～７月生

（乳児）平成元年１０月生

平成２年１月生

（三歳児）昭和６１年１０月～１２

月生

場所 役場センター和室

時間 午後１２時半受付

恚１ 月日石の分類



の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
に
よ

る
胆
石
エ
コ
ー
、
そ
の
下
方
に

の
び
る
音
響
陰
影
か
ら
胆
石
の

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
検
査
は
痛
み
も
な
く
注
射
も

必
要
と
し
ま
せ
ん
か
ら
、
簡
単

に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
胆
石
の
性
質
を
区
別
す

る
た
め
に
は
、
胆
の
う
造
影
法

を
行
な
い
ま
す
。
胆
の
う
造
影

法
を
前
後
に
飲
ん
で
お
く
か
、

当
日
注
射
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
エ
ヨ
ク
ス
線
で
胆
の
う
が

う
つ
り
、
写
真
２
に
示
す
よ
う

に
、
そ
の
な
か
の
胆
石
が
わ
か

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
で
も
わ
か
ら

な
い
と
き
、
と
く
に
胆
管
の
な

か
の
胆
石
に
つ
い
て
は
、
胆
管

に
注
射
し
た
り
、
十
二
指
腸

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
で
胆
管

の
出
口
か
ら
管
を
胆
管
内
に
入

れ
て
造
影
法
を
行
な
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

手
術
し
た
方
が
い
い
胆
石

胆
石
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
場
合
、
ま
ず
気
に
な
る
の
が

手
術
を
し
た
方
が
い
い
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
で
す
。
最
近
は

手
術
に
よ
ら
な
い
胆
石
症
の
治

療
法
も
で
き
た
の
で
、
手
術
を

受
け
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
く
胆
石

症
と
い
っ
て
も
、
胆
石
の
種
類

や
所
在
、
症
状
や
合
併
症
な
ど

に
よ
っ
て
そ
の
治
療
方
針
は
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
薬
で
治

療
し
て
よ
い
胆
石
も
あ
る
し
、

早
く
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
危

険
な
胆
石
も
あ
る
の
で
す
。

手
術
を
受
け
た
方
が
い
い
胆

石
は
、
一
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で

す
。・

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
激
し

く
胆
の
う
に
穴
が
あ
い
て

腹
膜
炎
を
起
こ
す
よ
う
な

場
合

・
重
い
胆
道
感
染
が
合
併
し

て
い
る
場
合

・
胆
石
の
た
め
黄
疸
が
現
れ

て
よ
く
な
ら
な
い
と
き

・
疝
痛
発
作
が
何
回
も
起
こ

・
胆
石
が
大
き
く
ま
た
数
が

多
く
て
胆
の
う
の
中
に
、

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
り
、

胆
の
う
の
形
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
き

胆
管
内
の
胆
石
を
十
二
指
腸

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
使
っ

て
胆
管
の
出
口
を
切
開
し
た
り

管
で
摘
出
す
る
方
法
な
ど
で
治

療
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ツ

胆
管
胆
石
は
、
通
常
は
手
術
に

よ
る
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

図 胆石の分類と頻度

写真１ 胆石症の超音波検査

写真２ 胆石症の胆窶造影手法による写真



圃

胆

石

の

療

養

は

長

簡

回

謡

百

琵

言

谷

川

♀

ま
た
、手
術
を
し
た
場
合
の
療
養
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

覬

。

。

胆

石

の

原

因

は
、
胆
汁
の
流
れ
が
悪
く
な
っ

た
状
態
や
、
胆
道
の
炎
症
、
新

陳
代
謝
の
異
常
に
よ
っ
て
胆
石

が
で
き

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
脂
肪
分
を
多
く
と
る
人
に

も
胆
石
が
で
き
や
す
い
の
で
す
。

症

状

右
上
腹
部
に
激
し
い
痛
み
が

起
こ
り
、
と
き
に
は
寒
気
が
し

た
り
、
む
か
つ
き
、
吐
き
気
、

発
熱
、
黄
疸
が
で
ま
す
。

し
か

し
胆
石

が
移
動

し

た

り
、
胆
の
う
内
に
も
ど
る
と
痛

み
は
治
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
胆
石

が
胆
汁
と
と
も
に
十
二

指
腸
に
排
出
さ
れ
る
と
、
痛
み

は
治
ま
り
ま
す
。

内

科

的

療

法

利
胆
剤
（
胆
汁
の
排
出
を
促

が
す
）
、
催
胆
剤
（
肝
細
胞
か

ら
胆
汁
分
泌
を
促
が
す
）
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
に
は
、
ケ

ノ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
と
い
う

胆
石
を
溶
解
す
る
薬
剤
と
が
あ

り
ま
す
が
、
痛
み
の
治
ま
っ
た

後
に
外
科
的
療
法
を
行
な
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

①
日
常
生
活
に
お
い
て
薬
物
療

法
を
行
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
人
に
よ
っ
て
薬
の
副

作
用
の
で
る
人
も
い
ま
す
の

で
、
異
常
が
あ
る
と
き
は
医
師

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
痛
み
の
発
作
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
痛
み
の
誘
因
と
な

る
過
食
、
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
、

⑤
⑨
①
③
－

⑧

そ
の

気
に
な
れ
ば

Ｉ

や

せ

ら

れ

る

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
に
つ
い
て

譱
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
は

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
は
、
も

と
も
と
日
常
の
飲
食
物
と
い
う

意
味
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
規

定
食
と
か
食
事
療
法
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
現
在
「

や
せ
る
食

事
」
あ
る
い
は
「
美
容
食
」
と
い

う
意
味

に
使
わ

れ
て

い
ま
す
。

圉
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
の
問
題
点

①
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て

ダ
イ
エ

。
卜
食
品
を
食

べ
て

も
一
向
に
体
重
は
減
ら
な
い
と

か
、
食

べ
す
ぎ
て
下
痢
を
起
こ

し
た
と
か
、
ダ
イ
エ

。
卜
食
品

の
成
分
や
内
容
を
よ
く
理
解
し

な
い
ま
ま
不
適
切
な
使
い
方
を

し
た
た
め
、
健
康
に
影
響
を
与

え
て
い
る
事
例
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

や
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
こ
の
よ
う
な
苦
情
・
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
消
費
者
か
ら
の
相
談
件
数
約

二
万
二
千
件
。
そ
の
う
ち
食
料

品

に
関
す
る
も
の
は
、二
千
件
。

七
百
六
十
八
件
は
健
康
食
品
に

対
す
る
相
談
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
中
か
ら
「
や
せ
る
」

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
・：
」
を
う
た
い

文
句
に
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

。
ダ
イ
エ

″
卜
食
品
”
に
関
す

る
相
談
事
例
を
調

べ
て
み
る
と

百
三
件
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、

や
せ
ら
れ
る
と
の
宣
伝
、
広
告

を
見
て
飲
ん
だ
り
し
た
が
下
痢

を
し
た
と
か
、
湿
疹
が
で
き
た
、

や
せ
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
聞
、
週
刊
誌
な
ど

の
広
告
記
事
に
、
週
３
㎏
、
１０

日
で
５
晦
の
減
量
と
い
っ
た
魅

力
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

見

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
断
食

に
近
い
減
食
を
す
る
か
、
ダ
イ

エ

。
卜
食
品
ば
か
り
食
べ
る
と

い
っ
た
食
生
活

を
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
た
め
に
体
重
は
一
時

的
に
減
少
す
る
も
の
の
健
康
ま

で
害
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ダ
イ
エ

″
卜
食
品
の
栄
養
価

で
、

干
不
ル
ギ
ー
は
７００
～
千
２００

カ
ロ
リ
ー
基
礎
代
謝
量
と
同
じ

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
下
回
り
、

た
ん
ぱ
く
質
も
３０
～
６０
９
、
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
栄
養
所

要
量
を
下
回
り
、
こ
の
状
態
の

食
事
を
長
期
に
わ
た
っ
て
摂
取

し
た
場
合
健
康
へ
の
影
響
が
問

題
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
患
者
で

低
血
糖
を
き
た
し
て
い
る
よ
う

な
場
合
、
砂
糖
と
同
じ
つ
も
り

で
砂
糖
代
替
甘
味
料
を
摂
取
す

る
と
低
血
糖
の
改
善
に
全
く
役

立
た
な
い
な
ど
、
病
人
に
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と

し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
の

中
で
、
従
来
食
品
と
し
て
全
く

使
用

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
添

加
さ
れ
て
い
る
食
品
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
長
期
使
用

に
よ
る
副
作
用
が
明
ら
か
に
さ



飲
酒
、
過
労
な
ど
を
避
け
て
く

だ
さ
い
。

②
過
激
な
運
動
を
し
て
特
に
上

半
身
を
動
か
す
運
動
や
ゴ
ル
フ

野
球
、
水
泳
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
も
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
食
事
療
法
と
し
て
は
、
過
食

飲
酒
、
刺
激
物
は
避
け
、
糖
質

脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多

い
食
品
、
例
と
し
て
、
た
こ
、

筋
子
、
た
ら
こ
、
い
か
、
か
ず

の
こ
類
、
そ
の
他
に
も
か
な
り

の
食
品
が
あ
り
ま
す
が
、
控
え

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑤
食
事
の
食
べ
方
と
し
て
は
、

ゆ
っ
く
り
よ
く
か
む
こ
と
が
大

切
で
、
食
後
は
三
十
分
以
上
安

静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
新
鮮
な
野
菜
と
果
物
は
多
く

と
り
、
毎
日
の
便
通
を
整
え
る

習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑦
胆
石
術
後
の
日
常
生
活
に
つ

い
て
は
、
過
労
を
避
け
、
心
身

の
安
静
と
便
秘
に
注
意
し
、
規

則
正
し
い
食
事
を
し
、
脂
肪
は

三
十
グ
ラ
ム
以
下
と
し
、
新
鮮

な
野
菜
を
多
く
と
り
、
刺
激
性

の
食
品
は
避
け
、
消
化
の
し
や

す
い
も
の
を
と
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⑧
寒
さ
に
対
し
て
は
傷
口
が
痛

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や

わ
ら
か
い
下
着
を
つ
け
、
暖
か

く
保
温
す
る
こ
と
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
病
後
は
抵
抗
力

も

弱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
カ
ゼ
に

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
な
い
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
食
品
を
習
慣
的
に
多
量
に
使

用
す
る
こ
と
は
厳
に
慎
し
む
べ

き
も
の
で
す
。

②
栄
養
成
分
の
問
題

ダ
イ
ェ
ヨ
ト
食
品
は
本
来
、

子
不
ル
ギ
ー
の
み
が
少
な
く
他

の
栄
養
素
は
そ
の
ま
ま
含
有
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

し
か
し
、
未
精
製
穀
類
、
食
物

繊
維
を
添
加
し
た
加
工
食
品
の

よ
う
に
ほ
と
ん
ど
子
不
ル
ギ
ー

が
減
少
し
な
い
も
の
や
低
脂
肪

の
加
工
食
品
の
う
ち
、
マ
ー
ガ

リ
ン
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う

に
、
水
分
含
量
を
多
く
す
る
こ

と
に
よ
り
脂
肪
だ
け
で
な
く
ほ

か
の
栄
養
素
も
減
少
し
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
栄
養
成
分
の
内
容

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
ダ
イ
エ
ッ

ト
食
品
を
食
べ
て
も
、
肥
満
の

予
防
、
減
量
に
全
く
役
に
立
た

な
か
っ
た
り
、
逆
に
栄
養
素
の

不
足
に
よ
る
健
康
障
害
を
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

固
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
の
注
意

①
日
常
の
食
生
活
を
基
本
に
す

る
こ
と
。

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
を
気
に
す

る
人
に
と
っ
て
は
、
甘
味

が

あ
っ
て
し
か
も
干
不
ル
ギ
ー
に

な
ら
な
い
砂
糖
代
替
甘
味
料
は

魅
力
の
あ
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
特
定
の
商
品
が
な
け
れ
ば

日
常
の
食
生
活

が
で
き
な
い
と

い
っ
た
考
え
方
は
大
き
な
誤
り

で
す
。

②
使
用
す
る
場
合
は
そ
の
内
容

を
よ
く
知
る
こ
と

ダ
イ
エ

。
卜
食
品
と
い
っ
て

も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
の

で
、
そ
の
内
容
を
よ
く
知
っ
た

う
え
で
利
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え

ば
、
摂
取

子
不

ル
ギ
ー
を
減
ら
し
た
た
め
、
た

く
ぱ
く
質
の
不
足
が
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
プ
ロ

テ
イ
ン
を
用
い
る
と
か
、甘
味
が

ど
う
し
て
も
必
要

な
と
き
に
砂

糖
代
替
甘
味
を
使
用
す
る
と
か

い
っ
た
配
慮
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
砂
糖
代
替
甘
味

料
で
も
、
マ
ル
チ
ト
ー
ル
は
一

時
に
多
量
に
摂
取
す

る
と
、
軟

便
、
下
痢
を
起
こ
し
や
す
い
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
表
示
内
容
を

よ
く
見
、
注
意
事
項

が
あ
れ
ば

そ
れ
を
守
る
な
ど
、
誤
っ
た
使

用
を
し
な
い
よ
う
注
意
す

べ
き

で
す
。

③
で

き
る
だ
け
医
師
・
栄
養

士
・
保
健
婦
な
ど
の
指
導
を

受
け
る
こ
と

栄
養
改
善
法
に
基
づ
く
特
別

用
途
食
品
の
う
ち
病
人
用
に
つ

い
て
は
厚
生
省
の
定
め
た
規
格

基
準
に
よ
り
、
医
師
・
栄
養
士

な
ど
の
指
導
を
得
て
使
用
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
旨
を
表
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
」
も
当
然

表
示
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
一
般
の
ダ
イ
エ

。

卜
食
品
で
も
「
低
カ
ロ
リ
ー
食

品
」
の
よ
う
に
普
通
の
食
品
に

比
べ
、
子
不
ル
ギ
ー
量
が
５０
％

以
下
の
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
少
量
を
摂
取
し
て
い
る

分
に
は
、
あ
ま
り
影
響
は
な
い

が
、
多
量
に
、
あ
る
い
は
長
期

間
継
続
し
て
摂
取
す
る
と
健
康

障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
も
で
て

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
医
師
や

栄
養
士
・
保
健
婦
の
指
導
の
も

と
に
ダ
イ
エ
″
卜
食
品
を
使
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

今
回
で
「
そ
の
気
に
な
れ
ば

や
せ
ら
れ
る
」
シ
リ
ー
ズ
は
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

奉

仕
活

動

に
参

加

し
て

島

野

敦

子

三
月
二
十
五
日
の
肌
寒
い

日
、
母
の
会
の
会
員
十
数
名
と

小
学
生
八
名
、
そ
れ
に
一
輪
車

を
押
し
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
一

人
と
、
午
前
十
時
、
佐
井
診
療

所
前
を
出
発
し
て
一
路
川
目
方

面
へ
向
か
っ
て
空
き
缶
拾
い
の

作
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
だ
草
も
生
え
て
い
な
い
の

で
、
空
き
缶
は
た
く
さ
ん
拾
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
ま
し
て
驚
い
た
の
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
す
べ
き
も

の
が
、
た
く
さ
ん
河
川
敷
に
捨

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
特

に
着
古
し
た
衣
類
が
山
の
よ
う

に
杉
林
の
中
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。
心
当
り
の
方
は

大
い
に
反
省
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
私
た
ち
も
何
気

な
く
飲
み
は
し
た
空
き
缶
を
ポ

イ
ッ
と
捨
て
る
こ
と
が
以
前
に

は
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
公
衆
道
徳
を

わ
き
ま
え
て
、
気
を
つ
け
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

当
日
は
「
ヤ
マ
セ
」
の
吹
く

寒
い
日
で
し
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
参
加
し
た
お
母
さ
ん
、
小

学
生
、
そ
れ
に
一
輪
車
を
押
し

て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▲川目方面の道路清掃するみなさん

匐 澀

２，３７９日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

地

獄

へ

の

一
番

近

道
飛

び

出

し

だ

宮

野

奈
々
子

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定

期

巡

回

相
談

所
開

設

日

程

五
月
十
七
日
困

い
凵

い
三
４－
＾

む
つ
市
市
民
相
談
室



何
事
も
そ
う
で
す
が
、
参
加

し
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が
往

往
に
し
て
あ
り
ま
す
。
母
の
会

の
会
員
の
み
な
さ
ん
も
、
多
忙

な
毎
日
で
し
ょ
う
が
、
百
回
聞

く
こ
と
よ
り
も
、
色
々
な
こ
と

に
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ

が

や

の

こ

う

つ

う

あ

ん

ぜ

ん

高

久

弓

子

私
は
、
よ
く
お
と
う
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
と
自
動
車
で
買
物

に
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
お

と
う
さ
ん
は
、
あ
ま
り
ス
ピ
ー

ド
を
出
さ
な
い
の
で
、
い
つ
も

後
ろ
か
ら
き
た
車
に
抜
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

私

は
く

や
し

い
の
で
、
「
お

と
う
さ
ん
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド

出
し
て
よ
。
も
っ
と
も
っ
と
。」

大

言
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
お
と
う
さ
ん
は
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
ま
せ
ん
。
す
ま

し
た
顔
で
、
そ
の
ま
ま
運
転
し

て
い
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
ス
ピ

ー
ド

を
決
し
て
出
し

ま
せ

ん
。
「
出

し

て

事

故

を

起

こ

す

と

大

変

だ

か

ら

。
」
と

、
い

つ

も
言

い

ま

す

。

だ

か

ら

私

は

あ

き

ら

め

ま

し

た

。

そ

し

て

お

と

う

さ

ん

は
、

立

派

な

ん

だ

と

思

っ

て

い

ま

し

た

。私

は

、

そ

ん

な

こ

と

を

思

っ

て

い

る

う

ち

に

、

ず

っ

と

前

に

あ

ぶ

な

い

め

に

あ

い

そ

う

に

な

っ

た

と

き

の

こ

と

を

思

い
出

し

ま

し

た

。

そ

れ

は

、

い

つ

も

の

よ

う

に

買

物

に

つ

れ

て

い

っ

て

も

ら

っ

た

と

き

、

車

か

ら
出

る
と

き

に

お

と

う

さ

ん

が

「

ま

っ

て

な

さ

い

よ

。

県

と

言

っ

た

の

を

忘

れ

て

う

れ

し

く

て

飛

び

出

し

て

か

け
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
、
後
ろ
か
ら
車

が

き
て
止
ま
り
ま
し
た
。
運
転
し

て
い
た
人
は
、
私
か
か
よ
っ
て

い
た
幼
稚
園
の
先
生
で
し
た
。

「
先
生
の
車

が
ス
ピ

ー
ド
を
出

し
て

い
た
ら
、
み
い
ち
ゃ
ん
は

今
ご
ろ
ひ
か
れ
て
死
ん
で
い
た

よ
。」

と
、

い
つ
も

や
さ
し

い

先
生
に
し
が
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。

乗
っ

て

い

る
と

き

は
、

ス

ピ
ー
ド
を
出
し
た
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
の
た
め

に
は
な
ら
な
い
の
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。

も
う
私
は
、
お
と
う
さ
ん
に

「
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て

よ
。
ほ
ら
、
抜
か
れ
ち
ゃ
う
わ

よ
。

も
っ

と
、

も
っ
と
。」

と

言
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「濔（

交通事故
ご相談

●

電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

四

〇

一

七

七
一

二

二
一

一
（

）
二

五
（
直

通

）

相
談
日
一
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
弁
護
士
相
談
日
一
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社

団

法

人

日

本

損

害

保

険

協

会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

青
森
市
中
央
丁
二
三一
五
明
治
生
命
青
森
中
央
ビ
ル
五
階（
市
役
所
東
寄
り
Ｉ
〇
〇
ｍ
位
）

青
森
調
査
事
務
所
内

酋
○
一
七
七一
七
六一
四
三
九
一

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
、
車
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
ニ
、
五
〇
〇
日
の
目
標
に
向
け
、
村
民

一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
よ

蠢の夸；甬守令パレード



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

税務署の処分に
不服があるときは

税
務
署
長
の
行
な
っ
た
税
額

の
更
正
や
決
定
、
あ
る
い
は
財

産
の
差
押
え
な
ど
の
処
分
に
対

し
て
不
服
の
あ
る
人
は
、
税
務

署
長
に
対
す
る「
異
議
申
立
て
」

や
国
税
不
服
審
判
所
長
に
対
す

る
「
審
査
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

や
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
仙
台
国
税
不
服
審
判
所

昔
○
二
二
（
七
五
六

匸

サラリーマンと税サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
勤
務
に

伴
う
費
用
な
ど
を
概
算
的
に
控

除
す
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て

い
る
給
与
所
得
控
除
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
給
与
所
得
控
除
は
給

与
所
得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
事
業
所
得
な
ど
の

必
要
経
費
に
相
当
す
る
も
の
で

す
。ま

た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
支

出
し
た
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
特
定
支
出
の
合
計
額
が
給

与
所
得
控
除
額
を
超
え

る
場

合
、
そ
の
超
え
る
額
を
更
に
控

除
す
る
と
い
う
特
定
支
出
控
除

制
度
も
あ
り
ま
す
。

３月未決算法人
消費税の申告と納税は

５月３１日まで

消
費
税
の
申
告
・
納
税
は
正

し
く
お
早
目
に
。

消
費
税
の
申
告
・
納
税
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に

な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

最
寄
り
の
税
務
相
談
室
や
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

５

＊

３ １

ＥＩ
，
よ

軽 自 動 車 税 の 納 期 限 で す

→ 内期内納付にご協力くださいー

現

況

届

は

忘

れ

ず

に

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
、

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
）

や
厚
生
年
金
保
険
等
の
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
回

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
『
現
況

届
』
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
況
届
は
、
引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
大
切
な
も
の

で
す
。

届
出
が
さ
れ
な
い
と
、
年
金

が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
め
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
正
確
に
記
入

し
、
役
場
か
ら
証
明
を
も
ら
い

切
手
を
貼
っ
て
社
会
保
険
庁
へ

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
金
が
全
額
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
る
方
や
年
金

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
一
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
現
況
届
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。



住所が変わったら
忘れず届出を

年
金
を
受
け
て
い
る
人

が

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所

が
変

わ
っ
た
と
き
は
「
年
金
受
給
権

者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

に
、
年
金
証
書
の
記
号
番
号
、

生
年
月
日
、
変
更
後
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
押
印
の
う
之
十

四
日
以
内
に
変
更
後
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
支

払
通
知
書
や
振
込
通
知
書
が
届

か
な
い
な
ど
、
年
金
の
受
け
取

り
が
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
変
更
後
の
住
所
は
、

番
地
や
「
○
○
ア
パ
ー
ト
○
号

室
」
な
ど
ま
で
、
は
っ
き
り
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

免除と追納国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
保
険
料
納
付
が
困

難
な
と
き
に
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。免

除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を

計
算
す
る
と
き
、
保
険
料
を
納

付
し
た
期
間
と
く
ら
べ
三
分
の

一
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
に
余
裕
が
で

き
た
と
き
に
、
過
去
十
年
間
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
『
追
納
』
と
い
い
、

追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、
免

除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
の

額
に
、
追
納
す
る
ま
で
に
経
過

し
た
年
数
に
応
じ
て
一
定
の
率

を
掛
け
た
額
を
加
算
し
た
額
と

な
り
ま
す
。

こ
の
追
納
制
度
を
利
用
し
、

満
額
あ
る
い
は
満
額
に
近
い
年

金
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生

相
談
課
国
民
年
金
の
係
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

竹
の
子
の
皮
の
柔
ら
か
い
部
分

を
絹
皮
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
絹
皮

の
木
の
芽
和
え
、
そ
れ
に
ワ
カ
メ

と
竹
の
子
の
吸
い
物
、
竹
の
子
ご

飯
。
最
近
は
食
物
に
季
節
感
が
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ぞ
ま
さ

し
く
旬
（
し
ゅ
ん
）
の
味
で
す
ね
。

竹
の
子
は
、
筍
と
も
書
き

ま
す
。
竹
の
下
に
旬
と
書
く

の
は
、
食
べ
ご
ろ
が
、
旬
（
じ

ゅ
ん
）
す
な
わ
ち
十
日
間
ぐ

ら
い
だ
か
ら
と
か
。

む
か
し
、
孝
行
息
子
が
雪

の
中
か
ら
竹
の
子
を
掘
っ
た

話
を
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。

中
国
の
呉
の
時
代
に
、
孟
宗
と
い

う
人
が
母
の
好
物
の
竹
の
子
を
求

め
て
雪
の
竹
林
に
行
き
、
竹
の
子

を
探
し
当
て
た
話
で
す
。
親
孝
行

が
報
わ
れ
て
奇
跡
が
起
こ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
、
年
末
か

ら
竹
の
子
が
市
場
に
出
て
い
ま
す
。

南
九
州
な
ど
暖
か
い
地
方
の
物
で

す
。
こ
れ
は
、
さ
ぐ
り
掘
り
と
い

っ
て
、
土
の
中
か
ら
出
る
前
の
竹

の
子
を
、
さ
ぐ
り
当
て
て
掘
り
出

す
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
肥
料
な
ど

に
工
夫
を
し
て
成
長
を
速
め

て
も
い
ま
す
。
ほ
か
に
南
中

国
な
ど
か
ら
、
航
空
便
で
く

る
物
も
あ
り
ま
す
。

大
変
珍
し
い
こ
と
を

。師

走
筍
、
寒
茄
子
”
と
言
い
ま

す
が
、
い
ま
は
、
ど
ち
ら
も

そ
う
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
竹

の
子
は
初
夏
の
味
で
す
。

竹
の
子
が
旬
の
こ
ろ
は
、
野
鳥

の
声
が
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
に
な

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
五
月
十

日
～
十
六
日
は
愛
鳥
週
間
で
す
。

今
年
の
中
心
行
事
「
全
国
野
鳥
保

護
の
つ
ど
い
」
は
、
五
月
十
三
日

に
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
、
あ
な
た
も
身
近
な
野

鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

か
。



足

の

疲

れ

を

と

る

血

行

を

よ

く

す

る

こ

と

が

第

一

春
の
野
山
を
歩
く
の
は
楽
し

い
も
の
で
す
が
、
慣
れ
な
い
（

イ
キ
ン
グ
で
は
足
も
疲
れ
ま
す
。

足
の
疲
れ
を
と
る
に
は
、
ま

ず
、
足
の
血
行
を
よ
く
す
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
足
の
裏
の

マ
ヨ
サ
ー
ジ
が
効
果
的
で
す
。

靴
を
脱

い
で
足
の
裏
を
、
特

に
土
踏
ま
ず
の
部
分
を
念
入
り

に
マ
″
サ
ー
ジ
す
る
と
、
思
い

の
ほ
か
早
く
疲
れ
が
解
消
し
ま

す
。
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
瓶
や
缶

を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
。
瓶
や
缶
を
横
に
し
て
、
足

の
裏
で
踏
み
な
が
ら
転
し
て
や

り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
土
踏
ま

ず
の
部
分
は
特
に
念
入
り
に
や

り
ま
す
。
血
行
が
良
く
な
り
足

の
だ
る
さ
や
疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

外
出
先
か
ら
帰
っ
て
、
足
の

疲
れ
の
ひ
ど
い
と
き
は
、
深
め

の
バ
ケ
ツ
に
少
し
熱
め
の
お
湯

を
入
れ
て
、
足
の
ひ
ざ
あ
た
り

ま
で
つ
け
ま
す
。
お
湯
の
熱
さ

を
水
圧
で
、
血
液
の
循
環
が
促

進
さ
れ
、
疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

ま
た
、
お
湯
の
中
に
塩
を
一

つ
ま
み
入
れ
て
や
り
、
足
の
裏

や
ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
を
、
手
で

丁
寧
に
も
み
ほ
ぐ
し
て
や
る

と
、
抹
消
神
経
が
拡
張
し
て
疲

れ
を
と
る
の
に
効
果
的
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
足
だ
け
を
お

湯
で
温
め
、
疲
れ
を
と
る
方
法

を
「
部
分
浴
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
お
風
呂
は
足
の

疲
れ
を
始
め
全
身
の
疲
れ
を
と

る
の
に
と
て
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
や
や
熱
め
の
四
十
三
度
を

超
す
お
湯
に
、
ゆ
っ
く
り
と
つ

か
り
ま
し
ょ
う
。
新
陳
代
謝
が

高
め
ら
れ
て
、
疲
れ
を
早
く
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被

害

に

遭

っ

た

ら

現
場
は
そ
の
ま
ま
二
口
番

大
間
警
察
署

毎
日
、
色
々
な
犯
罪
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
交

通
事
故
を
除
い
た
犯
罪
が
年
間

約
一
四
、
五
〇
〇
件
発
生
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
窃
盗
事
件
が

約

匸
一
、
五
〇
〇
件
と
一
番
多

く
、
全
体
の
八
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
窃
盗
事
件
を

主
に
し
て
、
毎
日
四
十
件
の
犯

罪
が
発
生
し
、
三
十
世
帯
に
一

件
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

警
察
で
は
、
鑑
識
を
中
心
に

最
新
鋭
の
器
材
を
整
備
し
、
科

学
捜
査
を
進
め
犯
罪
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

前
提
と
な
る
の
は
、
何
と
言
っ

て
も
み
な
さ
ん
の
協
力
で
す
。

犯
罪
現
場
に
は
、
犯
人
の
臭

い
、
足
跡
、
指
紋
、
そ
の
他
見
え

な
い
証
拠
が
一
番
残
っ
て
お
り

「
証
拠
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
事
件
で
も
犯
罪

の
捜
査
は
現
場
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
た
め
科
学
捜
査
力
を

発
揮
す
る
に
は
、
犯
人
が
残
し
た

ま
ま
の
現
場
が
必
要
な
の
で
す
。

・
現
場
は
そ
の
ま
ま
一
一
〇
番

・
被
害
に
遭
っ
た
ら

早
く
届
け
よ
う

・
誰
も
入
れ
な
い歩

き
回
ら
な
い

満１歳になります

工 藤 歩 美ち４

（明道・隆子）
川 目

戸籍の窓口
４月１３日現在

○ お 誕 生 お め で と う

新 田 愛 美（利晴）川 目

長谷川 綺 菜（一浩）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（山 本 秀 道（大 佐 井）

多 田 加代子（守 門 村）
（若 山 敏（古 佐 井）

皆 藤 康 子（美野里町）
（ 若 山 孝（蟹 田 町）

中 西 和 子（牛 滝）

（田 中 健 一（福 浦）

藤 木 しおり（茅ヶ崎市）

○ おく やみ申し 上げます

宮 川 勉（英徳）大佐井
三 戸 玲 子（良一）大佐井

若 山 武 秀（節子）大佐井

３月３１日現在人口（前月比）

男 １，８３９ （－３４）

女 １，８Ｚ２ （－３３）

計 ３，７１１ （－６Ｚ）

世帯数 １，０８４ （－２／）
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